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磐田を 知りたい！調べたい！（小・中学生向け） 

磐田の学校の歴史（学校制度） 

 磐田市内に小学校が初めてできてから現在まで、どのようなうつりかわりがあったのでしょうか。

市内の学校の歴史を、日本の学校制度のうつりかわりに沿
そ

って調べてみましょう。 

 日本の学校のはじまりは、7世紀後半ころといわれていますが、すべての国民に対する学校制度が

つくられたのは、明治 5（1872）年です。「学制
がくせい

」が発布
は っ ぷ

され、現在
げんざい

の磐田市内にも、「遠州
えんしゅう

三大学校」

を含
ふく

む多くの学校が開校しました。下の図は、磐田市内に明治 6 年から 7 年に設立
せつりつ

された小学校で

す。このときの小学校が、学校制度のうつりかわりにしたがって学校名や場所を変えながら、現在の

小学校に続いています。 

1、学校制度のうつりかわり            

●明治 5（1872）年 8月【学制】              

全国を大学区、中学区、小学区に分け、大学・中学・小学の   

3種類
し ゅ るい

の学校を設置し、6歳
さ い

から 8年間を義務
ぎ む

教育とする。 

明治 12（1879）年 9月【教育令
れ い

】   

小学校を町村
ちょうそん

単
た ん

位
い

で設置
せ っ ち

し、教育期間
き か ん

を４年とする。 

●明治 19（1886）年 3月～4月【学校令】 

（帝国大学令・師範学校令・小学校令・中学校令・諸学校通則） 

尋常
じんじょう

小学校 4 年、高等
こ う とう

小学校 4 年の 8 年間を義務教育とし、

中学校は、尋常中学校 5年、高等中学校 2年の 7年間とする。 

●昭和 16（1941）年 3月【国民学校令】 

これまでの小学校を国民学校とし、初等
し ょ と う

科 6 年と高等科    

2年を義務教育とする。 

●昭和 22（1947）年 3月【学校教育法】 

小学校 6年、中学校 3年の 9年間を義務教育とする。          

学校制度のうつりかわりを調べるには 

・『解説 旧見付学校』ｐ.16～17 ｐ.68～72（全館）      

・『総合百科事典 ポプラディア』各巻
か く か ん

（全館） 

磐田市内の小学校については、『磐周教育の三十八年』（ｐ.248～262、全館所蔵）を調べましょう。 

明治 6～7年に設立された学校 

（数字は小学区画を表す） 

『解説旧見付学校』ｐ.17より 
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2、学校制度制定以前の磐田の様子 

明治時代に学校制度が制定されるより前の時代にも、寺
てら

子屋
こ や

・私
し

塾
じゅく

・郷
ごう

学校
がっこう

・藩
はん

学校
がっこう

などの学校

がありました。これらの学校があったことが基礎
き そ

になって、明治時代に学校制度を順 調
じゅんちょう

に始めるこ

とができたといわれています。それらはどのような学校で、磐田市内にはどんな学校があったので

しょう。 

 

【寺小屋】 

室町
む ろ ま ち

時代からあり、寺で教え、生徒
せ い と

を寺子
て ら こ

といったため寺子屋とよばれていました。江戸
え ど

時代中ご

ろから盛
さ か

んになり、町人や農民
の う み ん

の子どもも通いました。6～13歳の子に習字・読み書き・そろばん（計

算）などを教えました。 

磐田市内にあった寺子屋について調べるには 

・『解説 旧見付学校』ｐ.47～49（全館） 

・『磐田市教育のあけぼの』ｐ.7～17（全館） 

・『磐田市史 通史編下巻 近現代』ｐ.150～156（全館） 

・『豊田町誌 通史編』ｐ.670～673（全館） 

・『ふるさと豊田 改訂版』ｐ.273～274（全館） 

・『竜洋町史 通史編』ｐ.366～367 ｐ.379（全館） 

・『福田町史 通史編』ｐ.487～488（全館）  

・『福田町の歴史』ｐ.289（全館） 

・『豊岡村史 通史編』ｐ.602～603（全館） 

・『豊岡物語 増刊号』ｐ.44～45（全館） 

・『わたしたちの豊岡村』ｐ.63（全館） 

                                                       

【私塾】 

江戸時代から明治時代にかけて一般
い っ ぱ ん

の人がつくった、おもにおとなを対象
たいしょう

とした学校です。寺子

屋で教えることより難
むずか

しいことを教えました。磐田市内では、大久保
お お く ぼ

忠
た だ

尚
な お

と熊谷
く ま が や

敬三
け い ぞ う

の私塾がおも

なものです。 

私塾について調べるには 

・『解説 旧見付学校』ｐ.50（全館） 

・『磐田市教育のあけぼの』ｐ.17～23（全館） 

・『磐田市史 通史編下巻近現代』ｐ.156～161（全館） 

・『わたしたちの磐田』ｐ.125～126（全館） 

  ・『豊田町誌 通史編』ｐ.801～804（全館） 

 

【郷学校】  

明治の初め、地域
ち い き

住民の有志
ゆ う し

によって作られた学校です。磐田市内では、第四十四区
だ い よ ん じ ゅ う よ ん く

郷学所、匂坂
さ ぎ さ か

郷学校、向笠法
む か さ ほ う

雲
う ん

庵
あ ん

村学校などがありました。第四十四区とは現在の田原
た は ら

地区や御厨
み く り や

地区などを含

む地域で、第四十四区郷学校は後に坊中学校になりました。 

郷学校について調べるには 

・『解説 旧見付学校』ｐ.51（全館） 

・『磐田市教育のあけぼの』ｐ.30～47（全館） 

      

【藩校】 

藩のために役立つ人を育てるために、藩が作った学校を藩校といいます。明治初期には静岡藩
しずおかはん

だ

った磐田市内にも、藩
は ん

立
り つ

小学校がありました。明治 2（1869）年 6月に、中泉
なかいずみ

奉行
ぶ ぎ ょ う

の前島
ま え じ ま

密
ひそか

が、中泉

に仮
か り

小学校を開校しました。明治 3 年 7 月に静岡藩が藩立小学校設置の法令を出し、仮小学校が藩

立小学校になりました。この学校は、明治 4 年 8 月に静岡藩が静岡県になったため藩校ではなくな

りましたが、明治 6年に開校した公立小学中泉学校に受けつがれました。 

藩校について調べるには 

  ・『解説 旧見付学校』ｐ.50（全館） 

・『磐田市教育のあけぼの』ｐ.23～48（全館） 


